
① 実行委員会
AAFは、誰もが参加できる実行委員会により運営しています。
実行委員会は、AAF推進に伴うさまざまな情報や意見を交換し、集約する場であり、これまでAAFに関わってきた
全国の方々で構成されています。主に月一回の定例会議とメーリングリストによって運営していきますので、
AAF2009の参加企画として採択された各プロジェクトの皆様は、ぜひ実行委員会にご参加ください。

② ネットワーク会議／グランドオープン・パーティー／報告会
参加企画の担当者が一堂に会し、交流する機会を合計3回設ける予定です。
会場は、アサヒ・アートスクエア（東京都墨田区）を予定しています。
遠方から参加される団体には1名分の旅費を補助いたしますので、必ず1名のご参加をお願いします。

ネットワーク会議 【2月の土・日：2日間を予定】
参加企画相互のネットワーク形成を目的とする初顔合わせの会議です。
当日は自らの企画について紹介していただくとともに、アートプロジェクトに関する
いくつかのテーマについて、参加者全員で議論します。

グランドオープン・パーティー 【6月20日（土）夕方を予定】
AAF2009の開幕を祝います。
参加団体ごとにブースを設けますので、企画の内容を来場者にご紹介いただく場としてください。

報告会 【10月の土・日：2日間を予定】
それぞれ実施した企画の成果について発表いただきます。
報告書も作成しますので、所定の用紙へのご記入と画像データを数点ご提供ください。

③ 検証作業
参加団体が継続的に発展していくことを目的とし、実施した企画の成果や改善点などを確認する検証作業を行っています。
事前に設定した目的や計画がどのように展開できたのか、各プロジェクト自ら検証していただきます。
また実行委員会内に「検証委員会」を設け、個々の企画の実施状況や優れた点の確認などを行う予定です。

④ 交流支援プログラム
参加企画間の交流を促す「交流支援プログラム」を推進しています。
AAFのネットワークを活かした企画で、実行委員会の承認を受けたものには交通費を補助します。
各地を巡るアートプロジェクトの提案や、個々の課題を現地で共有し解決策を考える会を企画するなど、
さまざまな展開がはかられています。

⑤ 広報活動への協力
プレスリリースやAAF2009全体チラシ作成のため、広報活動に必要なデータ（会期／場所／
アーティスト名／主催者名／連絡先等）を所定の書式にてお寄せいただきます。
提出時期は3月を予定しています。新聞社はじめアート関連の雑誌など各種媒体への広報を行います。
またポスターを作成し、AAF2009全体チラシとともに、全国の文化施設やアート活動の拠点に送付して掲出を依頼します。

これらの機会を積極的に活用し、アートプロジェクトの周知・発展を目指す
全国のアートNPOや市民団体からのご応募を心よりお待ちしております。

本件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

アサヒ・アート・フェスティバル実行委員会　事務局
〒160-0017　東京都新宿区左門町14番地　TH左門町ビル201
　　　　　　 P3 art and environment内
TEL：03-3353-6866　　FAX：03-3353-6971
E-mail：joho@asahi-artfes.net

応募先および問い合わせ先

主　　催：アサヒ・アート・フェスティバル実行委員会
特別協賛：

助　　成：

～アートでまちを考える・人と人をつなぐ～

Asahi Art Festival 2009
アサヒ・アート・フェスティバル2009

募集要項

応募に際し、あらかじめ
ご理解いただきたいこと

AAF2009では、以下のような試みを通して、参加プロジェ
クト間にネットワークを構築し、情報共有や、アイディアや
ノウハウの交換、交流の場を作り出していきます。
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対象となるアートプロジェクト

応募資格

実施時期

地域資源（自然環境／建物・町並み／歴史など）を再発見し、その魅力を引き出すとともに、

新たな価値を創造し付与するようなアートプロジェクト。

創造のプロセスに市民が参加したり、参加者間のコミュニケーションを促すなど、アートと市民が

出会う機会を拡大し、アートに対する市民の認識を革新するもの。

独創的で先駆的なプロジェクトで、音楽／美術／演劇／ダンス／映像などのジャンルを問わず、

新しい表現や手法、参加のあり方を創り出すもの。および従来の芸術ジャンルを横断し、超えよう

とするもの。

AAF2009では、AAF2008から継続展開する企画に加えて、新たな企画を公募します。新規の

採用件数は、継続プロジェクトとのバランスを考慮して決めますので、あらかじめご了承ください。

この公募は、助成金プログラムではありません。AAFの推進するアートNPO、市民グループなど

の全国ネットワークに主体的に参加してくださる企画を歓迎します。

アートNPOおよびこれに準ずる任意団体

営利を目的としない芸術文化活動をおこなっている組織であれば、法人格の有無は問いません。

何らかのアート活動を目的に組織される実行委員会や、芸術文化を含め地域で活動している市

民グループなど。

複数の団体が連携して、一つの企画をご応募いただくこともできます。

2009年6月20日（土）から9月13日（日）まで

上記のAAF実施期間に開催される企画を優先します。

ただし上記の期間以外に主たるプログラムを実施する企画でも、何らかの催しが期間内に

おこなわれる場合はご応募いただけます。

通年で進行しているプロジェクトの場合は、2009年1月1日～12月31日までに実施される

関連企画の概要を含めてご応募ください。
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応募方法

宛先

応募締切日

「アサヒ･アート･フェスティバル」のホームページから応募用紙をダウンロード

http://www.asahi-artfes.net/

応募用紙に必要事項を記入のうえ、郵便にてお送りください。

「参考資料」はA4用紙2枚まで。（※それぞれ片面のみご記載ください。）冊子やビデオ、作品ファイル

などの資料は送らないでください。また、送られた資料は返却いたしませんので、ご注意ください。

アサヒ・アート・フェスティバル実行委員会 事務局

〒160-0017　東京都新宿区左門町14番地　TH左門町ビル201

P3 art and environment内

2008年11月17日（月）　当日消印有効　持ち込み不可
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選考方法

書類選考とヒアリング

選考結果

実行委員会のメンバーからなる選考委員会にて選考します。

■選考ポイント 地域資源の活用の可能性／地域への影響力・広がり／市民参加の可能性／

　　　　　　  活動の先駆性・独創性など

応募書類による予備選考会をおこないます。

内容により、企画者に対するヒアリングを東京・浅草、アサヒ・アートスクエアにておこなうことが

あります。

ヒアリングは、公開にて実施する予定です。

■公開ヒアリング 2008年12月15日に実施。対象者には追ってご連絡します。

選考結果については各応募者に通知するとともに、ウェブ上でも公表します。

さらにアサヒ・アート・フェスティバル2009の全プログラムの内容について、記者発表会や

プレスリリース等にて告知します。

■選考結果発表 2008年12月下旬　　

■記者発表会 2009年5月下旬予定
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アサヒ・アート・フェスティバル2009
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「アサヒ・アート・フェスティバル2009」の企画として採択された場合、1件あたり概ね50万円

前後を目安に支援をおこないます。金額については、企画の規模や内容を勘案して決定いたし

ます。 【特別協賛：アサヒビール株式会社／助成：財団法人アサヒビール芸術文化財団】

他の企業や財団からの協賛・助成、自治体からの補助金などを重複して受けられても結構です。

入場料や物販などの収入を得ていただいても差し支えありません。

採択された企画は「アサヒ・アート・フェスティバル2009」の参加プロジェクトとして、各種印刷

物にフェスティバルに関するクレジットを表記いただきます。また他のアサヒ・アート・フェスティ

バル参加企画との連携をはかっていただくとともに、フェスティバル全体の広報活動や会議、報

告会などに参加していただきます。

詳細については「応募に際し、あらかじめご理解いただきたいこと」をご覧ください。

●

●

「アサヒ・アート・フェスティバル（AAF）」は、各地で主体的にアートプロジェクトに取り組む

市民のネットワークを形成し、応援します。

アサヒビールと全国のアートＮＰＯや市民団体のゆるやかな協働により、2002年にスタートしたAAF。

「未来・市民・地域」をキーワードに、自立とネットワークの共存をめざして、毎年夏、北海道から沖縄まで

同時多発のフェスティバルを開催してきました。市民がアートの力を通じて地域の魅力を引き出し、

コミュニティの再構築をはかるプロジェクトが集い、交流を深めています。

「アサヒ・アート・フェスティバル2009」では、これまで継続してきたプロジェクトに加えて、新たに

このネットワークに参加してくださる方々を募集します。全国各地でアートプロジェクトに

取り組んでいるアートNPOや市民団体の皆様、コミュニティとアートを結ぶ動きを広げるためにも、

ぜひご参加ください。ご応募お待ちしております。
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またポスターを作成し、AAF2009全体チラシとともに、全国の文化施設やアート活動の拠点に送付して掲出を依頼します。

これらの機会を積極的に活用し、アートプロジェクトの周知・発展を目指す
全国のアートNPOや市民団体からのご応募を心よりお待ちしております。

本件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。

アサヒ・アート・フェスティバル実行委員会　事務局
〒160-0017　東京都新宿区左門町14番地　TH左門町ビル201
　　　　　　 P3 art and environment内
TEL：03-3353-6866　　FAX：03-3353-6971
E-mail：joho@asahi-artfes.net

応募先および問い合わせ先

主　　催：アサヒ・アート・フェスティバル実行委員会
特別協賛：

助　　成：

～アートでまちを考える・人と人をつなぐ～

Asahi Art Festival 2009
アサヒ・アート・フェスティバル2009

募集要項

応募に際し、あらかじめ
ご理解いただきたいこと

AAF2009では、以下のような試みを通して、参加プロジェ
クト間にネットワークを構築し、情報共有や、アイディアや
ノウハウの交換、交流の場を作り出していきます。


